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巻頭言 
 

                       支部長 新 屋 保 則 

 

皆さん 今日は・・・お変わりございませんでしたか。  

ゴールデンウイークも終わり清々しい季節がやって来ました。 

私の住む「ラベンダーのまち上富良野」も 6 月下旬からラベンダーの季節が

訪れます。ラベンダーの花が咲き乱れると各家庭の庭先からラベンダーの香

りが街中に漂ってきます。それが夏本番の始まりの合図になります。 

 

2 月 5 日、冬季北京オリンピック、そして 3 月にはパラリンピックがバブル

方式の中開催され、スケートの高木美帆選手、ジャンプの高梨沙羅選手やカ

ーリングのロコソラーレなどの北海道勢が大活躍し、日本中が大変盛り上が

りました。 

しかし、パラリンピックの最中、2 月 24 日にロシア軍がウクライナ領内に

軍事進行、攻撃し、多くの一般市民が多数被害を受けています。そして、500

万人を超えるウクライナ人が他国に避難する事態になっており、世界中でロ

シアを非難するとともに平和を願う声が日増しに大きくなっています。 

どのような理由がロシアにあったにせよ、このロシアの暴挙は決して許され

ないものであります。ましてや病院や学校を標的にする攻撃はすぐに止めて

くれと言いたいです。 

片や日本では新型コロナウイルスの変異型オミクロン株が猛威を奮って第

六波に襲われ連日罹患者数が更新され、まん延防止等重点措置も二度も延長

されました。やっと 3 月 21 日には、このまん延防止等重点措置も解除にな

りましたが、その後、患者数も再拡大している模様で引き続き感染防止に努

めなければなりません。 

 

 さて、4 月 17 日日曜日第 127 回運営委員会を北海道難病センターで開催

いたしました。1 月の運営委員会は Zoom 開催でしたので久々の対面での運

営委員会となりました。運営委員会では 6 月 5 日に開催する令和 4 年度北

海道支部定期総会の運営方法を中心に協議させていただきました。 

その結果、定期総会は二年続けて書面開催でしたが、今年は、初めて帯広市

で定期総会・講演会等を対面とオンライン会議システム「Zoom」を利用し

た（ハイブリッド形式）で開催することに決定しました。 
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十勝地区は札幌市に次いで ALS 患者さんの多い地域で、帯広支会の交流会

にも患者さんを初め医療・福祉関係者がお集まりいただき活発な活動をされ

ている地域です。 

札幌市や他の地域の患者さん初め会員の皆様には、出席も難しいところもご

ざいますが、オンライン会議システム「Zoom」で総会・講演会・交流会に

ご参加も可能ですので是非多数の方にご参加くだされることを役員一同願

っております。（本誌にお申し込み方法のご案内があります。） 

 

現在、北海道支部の会員数は専門職を含めて 118 名の方が入会されており

ます。北海道の特定疾患受給者数が 436 名（2019 年度末）で入会率が 14.7％

と残念ながら全国平均 16.5％を下回っています。北海道支部としても患者

様並びにご家族様に少しでも寄り添いながらより以上に皆様のQOL向上に

繋がるよう努めて、会員増に力を注いで参りたいと思います。 

 

どうぞ、皆様にはくれぐれもお体を大切にご自愛いただき、6 月の定期総会

には多くの方々と元気な姿でお目にかかりたいと願っております。 

 

 

 

 


